
（別紙３）

〜 2024年 10⽉ 10⽇

（対象者数） 25 （回答者数） 17

〜 2024年 10⽉ 15⽇

（対象者数） 5 （回答者数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
利⽤者の要望を聞き取りながら、それぞれの季節の雰
囲気を味わう

2 毎年の恒例⾏事にしていき、交流を深める

3
保護者や学校等にも聞き取りを⾏い、本⼈に⼀番合う
⽀援の⽅法を考えていく

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 共⽤スペースのトイレを利⽤する

2 特性に合わせた⾔葉がけの習得のための研修

3 正しい清掃⽅法の周知徹底

否定的な⾔葉での⾏動指⽰

家に帰ってくると⾜が真っ⿊になっている

⽀援中に使⽤する⾔葉の知識不⾜

出⼊り⼝付近で外気が⼊りやすい
清掃⽅法の誤り

地域清掃や近隣のおまつりに参加し地域との交流が図ら
れている

近隣の保育所や事業所の情報を常に集めている

⼦供の特性に合わせた⽀援を⾏う 職員間で情報を共有し、統⼀した⽀援を⾏う

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

ハード⾯での不便さ

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

季節に合わせた⾏事に取り組んでいる
季節の感覚を⾝に着けて、楽しく⽣活できるように⽀援
している

トイレが狭い

○従業者評価実施期間 2024年 10⽉ 8⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2024年 10⽉ 15⽇

○事業所名 鶴ヶ峰もえぎ本部（単位2︓NEXT）

○保護者評価実施期間 2024年 10⽉ 2⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


